
個人山行報告書 

通算山行 NO ＮＯ．１３９０ 報告者 後藤隆徳 

年 月 日 ２００９年１２月１２日（土・曇・地吹雪） ２万５千 須走・印野 

山  名 富士山・宝永山（２７５０ｍ） 

体力度＝４・やや厳しい  技術度＝４・やや難しい   道標＝ある  駐車場＝ある  

トイレ＝ない   展望度＝よい  三角点名＝ない  等級＝ 

    今季初今季初今季初今季初のののの山岳山岳山岳山岳スキースキースキースキー    
コース 

 とタイム 

下土狩５：００―洞門発６：００―御殿場口―旧測候所中継小屋―宝永山 

直下１０：３０―スキー終了１２：００―洞門１３：００ 

標  高 差 
上り 洞門約１２８０ｍ～宝永山直下約２７００ｍ＝約１４２０ｍ 

下り           〃 

参 加 者 Ｌ後藤、山本、ほか 

                      

                      昨年も同様だったが、暖冬で１２月 

                     に南岸低気圧が沢山通過し、富士山に 

                     多くの降雪がもたらされた。 

                      先週もかなり美味しそうだったが、 

                     所用で未実施。今週は満を期して出掛

ける                   けた。 

                      とは言えまだ１２月。昨年は二合目 

                     （標高約１４００ｍ）まで歩いたが、 

                     今年は更に上の約１６００ｍまで歩

く                    く。しかし、この時期１２月に富士山 

                     でスキーが出来るのは「安・近・短」 

でサイコー。同行は山本と元会員のＮ。 

 天気は荒れ模様で、早くも宝永の稜線には地吹雪がバンバン上がっている。でも、 

その割に気温は高い。１６００ｍからシールで上る。 

 標高約２１００ｍの旧測候所中継小屋から雪 

積量は全く問題ない。しかし、やや重たい湿雪 

でトップのラッセルは苦しい。 

 若い山本はガンガン飛ばす。寝不足の私は、 

やや厳しい。約２５００ｍでＮは降りた。ここ 

からブリザート（地吹雪）は更に強くなる。日 

本海の低気圧の影響だ。 

 標高約２７００ｍで終了。滑降は素晴らしい 

ものだった。半年ぶりに五感に伝わるスキーの 

感触！！ 

 途中で大コケして話した相手は、Ｍ労山のＳ 

氏だった。最後までキッチリ滑り本日は終了。 

今季初山岳スキーはサイコーだった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


